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我々の生活を豊かにする物質の多くは有機化合物であり、有機
合成化学は物質供給面から現代社会を支える基盤的学問です。

「極性転換」をキーワードに、新たな機能を有する有機分子のデ
ザインを可能にする斬新な有機合成手法の開発を行っています。

• 窒素の極性転換を利用した不斉アミノ化反応による含窒素医
薬品分子の合成研究

• リンの極性転換を利用した多重ホスフィン化反応による機能
性有機材料の合成研究

• 芳香環の極性転換を利用した脱水素型ビアリールカップリン
グによる機能性有機材料の合成研究
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医療・ヘルスケア分野、創薬関連、スマートデバイス開発

極性転換の拡張に基づく有機合成技術の革新と
機能性分子創成への展開
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＃有機合成化学 ＃有機金属化学 ＃触媒的不斉合成 ＃生理活性分子 ＃有機機能性材料
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電気伝導度は、水の存在や導電性物質に鋭敏な指標です。
研究では、地殻やマントルなどの地球内部構造を推定す
る物理量として電気伝導度を用いています。地球の浅部
から深部までの電磁気探査から推定された電気伝導度構
造と室内実験から得られた岩石や鉱物の電気伝導度デー
タを対比することにより、地球内部構造がより明確にな
ります。電磁気観測結果―室内実験データ―理論計算結
果を組み合わせる事により、地球内部の電気伝導度構造
推定がより正確になることが期待されています。

( Fuji-ta, Seki and  Ichiki 2018, Mineralogy and Petrology )

2D square lattice model consisting of 
100 ×100 elementary cells in a 
matrix configuration

Binarized scanning electron microscope image of 
rock sample and computer generated 2D cell type 
lattice model 

資源、防災

電気伝導度を用いた地球内部構造探査と
地球内部物質の研究
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＃電気伝導度 ＃岩石・鉱物 ＃地球物理学
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